
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

                                          資料番号２５５ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                             X1030007 

 
カブトムシの

ようちゅう

幼虫は
なに

何を
た

食べるの  

●くさりかけの
き

木や、
お

落ち
ば

葉がえさ 

 カブトムシの
ようちゅう

幼虫は、くさりかけの
き

木や
お

落ち
ば

葉を
た

食べます。くさった
き

木の
き

切りくず、ク

リなどの
き

木のくさった
もの

物、ふ
よう

葉
ど

土、たいひなどがえさになります。
か

飼うときは、これらを
すい

水

そうに、２０センチメートル
いじょう

以上の
ふか

深さになるように
い

入れます。 

●
ようちゅう

幼虫は１
ねん

年かけて
せいちょう

成長  

 
たまご

卵からかえった
ようちゅう

幼虫は、くさった
き

木などを
た

食べて
そだ

育ちます。ふ
よ う ど

葉土の
なか

中を、けっこうあ

ちこち、
うご

動き
まわ

回ります。
おお

大きくなるにしたがい、
た

食べるえさも、ふんも
おお

多くなります。
か

飼っ

ている
ば あ い

場合は、えさの
なか

中にふんが
おお

多くなったら、ふんの
ま

混じったふ
よ う ど

葉土を
と

取りかえます。
と

取

りかえる
かいすう

回数が、１か
げつ

月に１
ど

度ぐらいになるように、１つの
よ う き

容器に
い

入れる
ようちゅう

幼虫の
かず

数を、へ

らしていきま
 

す。 

 
ま

真
ふゆ

冬は、えさを
た

食べませんので、
つち

土の
と

取りかえもいりません。
はる

春になり
あたた

暖かくなると、
ふたた

再

びえさを
た

食べ
はじ

始めるようになり、６～７
がつ

月に、さなぎになります。 

●
し ぜ ん

自然がいちばん 

 
どうぶつえん

動物園では、お
きゃく

客さんに
み

見せるカブトムシを、「たいひ」で
そだ

育てています。いくつかの

たいひ
お

置き
ば

場の
なか

中で、
たい

平らな
ば し ょ

場所に、
お

落ち
ば

葉やかれ
き

木を
つ

積み
あ

上げただけのものからは、たく

さんのカブトムシが
う

産まれたそうです。
おな

同じように
つ

積み
あ

上げて、
まわ

周りをさくで
かこ

囲ったものか

らは、
う

産まれる
かず

数が
すく

少なかったということです。さくのため、
しめ

湿り
け

気が
おお

多くなったのが
げんいん

原因

ではないか、と
かんが

考えられています。とにかく、
し ぜ ん

自然の
じょうたい

状態のままが、いちばんということ
 

です。（監修・中山 周平） 
 

 


